
                 

　　　　　　　　近畿地方も入梅を迎え、雨に煙る紫陽花が美しい季節になりま  
                     した。
　紫陽花は、時の移ろいと共に花の色を変化させ、折々に私たちの目を楽しませ
てくれます。紫陽花の花には様々な色がありますが、育った土壌によって色が異
なるのだそうです。
　もともと日本に自生していたガクアジサイ(額紫陽花)が母種となり、西洋にわ
たって品種改良されたものが世界の紫陽花の主流になったという説があります。
1823年長崎に来たシーボルトがヨーロッパに持ち帰り、恋人のお滝さんにちな
んで「オタクサ」という学名をつけ、海外に紹介し、それ以来、様々な品種改良
を経て日本に逆輸入されるようになったということです。
　また、梅雨は鬱陶しいものという印象もありますが、一方で万物の成長を促す
「恵みの雨」でもあります。田植えを終えたばかりの苗に、雨が降り注いでいる
風景はなかなか風情のあるものです。本校でも４年生が６月５日（金）に泥塗れ
になりながら無事に田植えを終えました。児童たちは、これから稲がすくすくと
生長することを祈りながらしっかり世話をして、豊かな実りの秋を迎えられるこ
とを今から心待ちにしています。
　話は変わりますが、５月３０～３１日の１泊２日で３・４年生が神戸市立自然
の家に林間学校に出かけました。そこで、児童たちは楽しく充実した時間を過ご
しました。施設の職員の方々に心からの感謝をお伝えして、有意義な林間学校を
終えて帰校することができました。
　今回の林間学校中、嬉しかったことがありました。それは施設の職員の方々か
ら児童たちのことをたくさん褒めていただいたことです。行儀が良い、挨拶が元
気、人の話をしっかり聞く、もりもりご飯を食べる等々、私はいろいろな場面で
お褒めの言葉を頂戴し、本当に嬉しく思いました。
　常日頃から「当たり前のことが当たり前にできる子であってほしい」と願って
児童たちに向き合ってきましたが、私たちのそういう思いがしっかりと児童たち
に届いていたと感じられる良い機会となりました。
　教育の目的の一つは「子どもを自立させ、一人前の大人に育てること」です。
独りの人間として当たり前のことが、自分独りの力で当たり前にできるようにな
ること、それこそが自立の大前提であると思います。
　とはいえ、小学生はまだまだ「こども」です。未完成です。できないことがあ
って当たり前です。これからも児童たちが、生活面でも学習面でも、自分のやる
べきことを当たり前にできる人間に成長してくれることを願い、私たち教員も児
童に丁寧に関わっていきたいと思っています。

令和８年６月16日発行







　４月16日から委員会活動が始まりました。５・６年生が主体となって、学

校をよりよくするためにはどのような活動や取り組みをしたらよいかを考え

ています。今回は各委員長に活動内容についてインタビューしました。

委員会活動

　みんなが毎日楽しく笑
顔で過ごせるように活動
しています。今年は笑顔
BOXを設置し、みんなの
声を聞きたいと思います。

代表委員会

放送委員会

熱中症に気を付けましょう
　毎日、暑い日が続いています。外遊びをした後はもちろん、室内で過ごし

ている時でも、のどが渇く前にこまめな水分補給をするよう声をかけていま

す。ご家庭でも、水分を多めに持たせていただくとともに、これからやって

くる暑い夏を元気に過ごせるよう、「十分な睡眠をとること」「朝ご飯をしっ

かり食べてくること」について、ご協力をお願いいたします。

環境美化委員会

　みんなが気持ちよく過
ごせるように、環境美化
に努めます。学校で飼育
している亀の世話にも精
力的に取り組みます。

図書委員会

　みんなが本に興味を持
ち、本を好きになってく
れるように活動します。
読み聞かせやおすすめの
本の紹介をしていきま
す。

保健体育委員会
　みんなが健康に過ごせ
るように活動します。ま
た、健康維持のためのポ
スター作りにも積極的に
取り組みます。

　昼食時間にみんなが楽
しい時間を過ごせるよう
な放送をします。各自で
原稿を考え、聞きやすい
放送を目指しています。



　３年生と４年生が、神戸市立自然の家「そうぞうのすみか」に

林間学校に行きました。アスレチックやカヌー、アーチェリーなど

様々なプログラムに意欲的に参加し、仲間との交流を深めることが

できました。

☆３・４年生  ( in 兵庫 )☆

☆５・６年生 ( in 京都 )☆
　５年生と６年生が、京都府立青少年海洋センター
マリーンピアに臨海学校に行きまし

た。天橋立の見学やカッター活動、ビーチクリーン、野外炊事など様々な活動に前向き

に取り組む中で、仲間との関わりを広げ、絆を深めることができました。



学校見学イベントのお知らせ

親子体験会の体験授業は、次の通りです。

　算数 　  「きまりおうこくのひみつをさがせ！～きまりたんていになろう！～」
　E-time  「Color Magic!」

入試体験会は、ペーパーテスト、記憶テスト、個別テストをそれぞれ体験していただけ
る内容にしています。

「少人数制学校見学ツアー」もあります。
学校について簡単にご説明した後、校内をご案内いたします。

また、個別でのご見学も可能です。

いずれも公式サイトからお申し込み
いただけます。
皆様のご予約、ご参加を心より
お待ちしております。

受験適齢期のお子様のいらっしゃる方はぜひお越しください。
また、ご近所に私立小学校に興味をお持ちの方がいらっしゃいましたら、ぜひご紹介
ください。
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